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「ワーク・ライフ・バランスに関する調査」結果の概要について

Ⅰ　県内企業の調査結果

１　ワーク・ライフ・バランスを促進する支援制度

支援制度について最も利用されているのは、家族手当で、次が育児休業制度と

なっています。
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育児休業制度

フレックスタイム

事業所内保育施設

育児に関する情報提供

家族手当

保育費用の補助

育児休暇中の賃金助成

(a)制度が整っており実際に利用している支援制度 (b)制度は整っているが、あまり利用されていない支援制度
(c)制度が整っていない支援制度 不明

２　保育施設の必要性(複数回答)

保育施設を共同設置できればよいと考えている企業は 19.4％（13社）となっ
ています。
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事業所内保育施設の設置運営の必要性を感じている

複数事業者による保育施設を共同設置できればよい

保育所や幼稚園などの保育施設を増やす必要がある

事業所内に託児所を設置するより、育児休業や勤務時間で対応す
る方がよい

保育・育児費用の補助（ベビーシッター代等）で対応する方がよい

その他

不明

%
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３　ワーク・ライフ・バランスを推進する上での問題点（複数回答）

推進する上での問題点では「育児休業などによる代替要員確保のむずかしさ」

や「制度実施により周りの業務量が増えること」が多くなっています
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育児休業などによる代替要員の確保がむずかしい

制度実施により職場で、周りの人の業務量が増える

育児支援などワーク・ライフ・バランスに関する管理職の認識が乏し
い

営業時間の制約がある

育児支援などワーク・ライフ・バランスに関する一般従業員の認識
が乏しい

ひとり当たりの業務量が多い

仕事と子育ての両立支援策の導入に伴い、コストが増大する

全社的に休暇取得率が低い

公的および民間の保育サービスが不足している

その他

不明

%

４　ワーク・ライフ・バランスを推進する上での利点（複数回答）

利点については、「優秀な人材がやめないですむ」が 50.7％と最も多く。次い
で、「仕事と家庭の両立支援等に対する各人の理解が深まった」が 38.8％となっ
ています
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仕事の進め方について職場内で見直すきっかけになった

仕事と家庭の両立支援等に対する各人の理解が深まった

利用者の仕事を引き継いだ人の能力が高まった

子育て休業中の経験により、利用者が仕事の能力を高めた

各人が仕事を効率的に取り組むようになった

優秀な人材がやめないですんだ

従業員一般の労働意欲が向上した

特に影響、効果はなかった

その他

不明

%



3

５　両立支援制度を導入しにくい要因（複数回答）

制度導入の疎外要因として、「ワーク・ライフ・バランスの考え方が浸透して

いない」が 53.7％と最も多く、「従業員が利用をためらってしまう雰囲気がある」
も 34.3％と多くなっています。
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従業員が利用をためらってしまう雰囲気があるから

子育て中の従業員がいないため

制度が従業員によく知られていないため

従業員が仕事を優先し、利用を望まないため

制度そのものが従業員ニーズに合っていないため

企業業績にプラスになると思えないから

ワーク・ライフ・バランスという考え方が浸透していないため

国や行政の制度が十分でないから

その他

不明

%

６　ワーク・ライフ・バランスを推進するために必要なこと

推進にあたってこれから必要なことは、「管理者に対する研修」が最も多く、

次いで「仕事のみ最優先とする意識の改革」「多様な働き方を認める雰囲気」と

なっています。

11.9

7.5

11.9

4.5

29.9

13.4

32.8

9.0

22.4

9.0

9.0

68.7

58.2

52.2

44.8

35.8

35.8

59.7

55.2

59.7

32.8

9.0

22.4

23.9

77.6

14.9

40.3

19.4

19.4

10.4

20.9

46.3

10.4

11.9

11.9

14.9

10.4

10.4

11.9

11.9

11.9

10.4

11.9

98.5

3.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理者に対する研修

調整担当者の設置

定期的な両立支援のための労使間の話し合い

事業所内保育施設の設置

長時間残業の縮減

早朝・夜間の会議や会合の禁止

就労時間ではなく、成果で仕事を評価するしくみ

生活において仕事のみ最優先とする意識の変革

チームで仕事を進め、情報を共有すること

多様な働き方を認める雰囲気

フルタイムとパートタイムの処遇の均等

その他

(a)取り組み中 (b)必要がある (c)必要ない 不明
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７　これから取り組みたい両立支援制度（複数回答）

これから取り組みたい制度では、「従業員が不在となってもカバーし合える柔

軟な職務の分担と対応」が 68.7％と最も多くなっています。
また、「時間外労働の制限」も 29.9％と高くなっています。
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従業員が不在となってもカバーし合える柔軟な職務の分担と対応

子育て中・妊娠中従業員の休憩室の設置

在宅勤務制度の導入

フレックスタイム制の導入

短時間勤務制度の導入

育児・介護休業後の待遇の確保

従業員が利用できる事業所内保育施設の設置

時間外労働の制限

その他

不明

%
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Ⅱ　就労者、就労希望者の調査結果

１　子育てしながら働く上で、困ったこと（複数回答）

「子どもを急に病院に連れて行かなければならないとき」や「仕事に支障がで

るため、休みたくとも休めないとき」が多くなっています。
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仕事に支障が出るため、休みたくとも休めないとき

お子さんを急に病院に連れて行かなければならなくなったとき

保育園が満員で、お子さんの預け先が見つからないとき

子育てや介護により、会社を遅刻・早退したとき

宿泊を伴う出張のとき

その他

就労者 就労希望者

２　子育てをしながら働く上での問題点（複数回答）

子育てをする上での問題点では、「仕事と家事・育児の両立が体力・時間的に

むずかしい」が最も多くなっています
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家族（配偶者・パートナーなど）の理解・協力が得られない

子育てをしながら働くことに上司や同僚の理解・協力が得られない

仕事と家事、育児の両立が体力・時間的にむずかしい

通勤時間が長い

昇進や昇給に不利になると思う

休みが取りにくい、残業が多い

転勤がある

預かってくれる保育施設・サービスが見つからない

子どもの病気の時や急な残業に対応してくれる保育施設やサービスがない

子どもの病気などの連絡があっても、職場で柔軟な対応ができない

保育サービスにお金がかかる

子育てに十分時間をかけられない

その他

特に問題はない

就労者 就労希望者
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３　会社の育児支援で利用したいもの（複数回答）

育児支援で利用したいものは、「始業・終業時間の繰上げ・繰下げ」、「１日あ

たりの勤務時間の短縮」、「残業の免除」、「休日労働の免除」の順となっています。
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１日あたりの勤務時間の短縮

始業・終業時間の繰上げ・繰下げ

週・月の所定労働時間を減らす

残業の免除

事業所内保育施設

ベビーシッター費用補助

在宅勤務

休日労働の免除

その他

就労者 就労希望者

４　ワーク・ライフ・バランスを進めていく上での職場環境の課題（複数回答）

職場環境の課題では、「育児・介護休暇を取りづらい」「周りの人の業務量が増

える」「ワーク・ライフ・バランスに関する管理者の認識不足」が多くなってい

ます。
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職場で、周りの人の業務量が増える

育児支援などワーク・ライフ・バランス
の推進に関する管理職の認識が乏しい

育児支援などワーク・ライフ・バランス
の推進に関する一般従業員の認識が乏しい

代替要員の確保

育児や介護に関する休暇、休業が取りづらい

その他

就労者 就労希望者
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５　会社にこれから取り組んでほしい制度（複数回答）

取り組んでほしい制度では、「従業員が不在となってもカバーし合える柔軟な

職務の分担と対応」について過半数の人が希望しています。

「短時間勤務制度の導入」や「育児・介護休業後の待遇の確保」の要望も高く

なっています。
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従業員が不在となってもカバーし合える柔軟な職務の分担と対応

子育て中・妊娠中従業員の休憩室の設置

在宅勤務制度の導入

フレックスタイム制の導入

短時間勤務制度の導入

育児・介護休業後の待遇の確保

従業員が利用できる事業所内保育施設の設置

時間外労働の制限

その他

就労者 就労希望者

６　育児休暇を取得してよかったこと（複数回答）

子育てに安心して取り組むことができたなどのほかに、仕事の進め方を見直す

きっかけになったとの回答もあり、ワーク・ライフ・バランスに取り組むメリッ

トを企業側、就労者側で共有していく必要があります。
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子育てに安心して取り組むことができた

家族との時間を楽しめた

子育ての楽しさが実感できた

一時的に仕事から離れてリフレッシュできた

仕事の進め方を見直すきっかけになった

その他

就労者 就労希望者


